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海
外
リ
ポ
ー
’
ｒ

　
岡
山
市
に
本
部
を
但
く
国
際
詣
早
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。
「
多

様
性
の
共
存
」
「
相
互
扶
助
」
の
理
念
の
も
と
、
１
９
８
４
年
の
設
立

以
毫
、
世
界
各
地
の
災
Ｗ
・
紛
争
地
域
で
緊
急
人
道
交
接
活
動
や
復
興

支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
民
族
や
宗
教
、
又
化
の
違
い
を
超
え
て
結

ば
れ
た
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
3
2
支
部
。
ア
ジ
ア
を
串
心
と
す
る
外
国

人
ス
タ
ッ
フ
に
各
国
の
歴
史
や
男
枕
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
果
た
し
て
き
た
役

剤
を
和
G
て
も
ら
い
、
国
際
貢
献
の
在
り
カ
や
世
界
平
和
へ
の
道
を

考
え
る
。
（
月
１
回
禍
蔵
）

　
私
か
生
ま
れ
た
ス
ジ
プ
ン
カ
に
は
悲
惨
な
過
去

が
あ
り
ま
す
。
１
９
８
３
年
か
ら
Ｓ
年
間
、
民
族

間
の
激
し
い
戦
闘
か
お
り
、
犠
牲
者
は
司
乃
人
以

上
に
の
ぽ
り
ま
し
た
。
特
に
北
部
で
は
各
家
庭
よ

人
く
ら
い
の
多
く
の
死
者
が
出
ま
し
た
。

　
私
も
Ｒ
歳
の
時
、
内
戦
で
両
親
を
失
い
、
と
て

も
悲
し
く
寂
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

苦
し
い
経
験
か
私
の
転
植
と
な
り
｀
じ
た
。
世
豚

各
地
で
困
っ
て
い
る
多
く
の
人
々
斑
助
け
た
い
と

思
っ
た
の
で
す
。

　
内
戦
は
２
０
０
９
年
に
終
結
し
、
住
民
ら
は
復

興
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
阿
部
に
あ
る
国
内
飛

大
の
都
服
コ
ロ
ン
ポ
で
は
高
調
ピ
ル
が
並
び
、
道

路
も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
村
部
で
は
れ
ん
が
政
り
の
家
々
か
登
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
、
野
生
の
ソ
ウ
を
見
か
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
ろ
も
元
気
に
学
校
に
通
う
な

ど
内
戦
終
結
か
ら
約
７
年
が
経
過
し
、
各
地
は
紛

争
前
と
同
隈
な
姿
に
詞
り
ま
し
た
。

　
表
面
上
は
後
顧
が
進
ん
で
い
ま
す
か
、
特
に
北

部
と
東
部
に
は
内
戦
に
よ
る
大
き
な
爪
痕
か
残
っ

て
い
ま
す
。
建
物
の
壁
に
は
今
も
銃
弾
の
跡
が
あ

り
、
地
雷
か
い
た
る
と
こ
ろ
に
埋
設
さ
れ
た
ま
ま

で
す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
地
雷
撤
去
に
努
め
て
い
ま
す
か
、

あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
の
か
実
情
で
す
。
手
足
を

切
断
さ
れ
た
子
ど
も
の
姿
を
多
く
見
か
け
ま
す
。

若
者
は
欧
州
や
イ
ン
ド
な
ど
に
次
々
と
移
住
し
て

い
ま
す
。

　
国
民
み
ん
な
か
「
も
う
紛
争
は
し
た
く
な
い
」

と
願
っ
て
お
り
、
相
対
立
し
て
い
た
多
数
派
シ
ン

ハ
ラ
、
少
軟
派
タ
ミ
ル
の
両
民
族
と
も
大
切
に
し

て
い
た
文
化
、
宗
慾
官
前
面
に
出
す
こ
と
に
遠
慮

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ー
ナ
ル
海
外
支

部
の
役
割
や
展
望
な
ど
に
つ
い
て
、
菅
波
茂

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
に
聞
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
火
脚
洋
平
）

　
　
　
　
　
◇

　
－
地
域
問
紛
争
の
激
化
や
惑
采
征
の
ま
ん

延
な
ど
国
際
的
な
活
動
は
厳
し
い
時
代
を
迎

え
て
い
る
。

　
私
た
ち
の
屏
外
活
動
は
現
地
の
人
間
と
協

力
し
、
そ
の
判
断
を
尊
重
す
る
「
ロ
ー
カ
ル

イ
ニ
シ
ア
チ
プ
」
か
原
則
。
そ
の
た
め
１
９

８
４
年
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
股
立
以
来
、
ア
ジ
ア
を

中
心
に
人
脈
を
広
げ
、
活
動
や
匿
報
収
集
の

指
点
づ
く
り
膏
遥
め
て
き
た
。
現
地
ス
タ
ッ

フ
で
構
成
す
る
支
部
は
そ
の
重
要
な
足
か
か

り
。
こ
れ
ま
で
肪
年
間
で
紛
争
地
を
含
め
町

力
国
・
地
域
１
８
０
件
の
医
療
支
援
活
動
を

展
開
し
て
き
た
が
、
い
ま
だ
死
唱
か
出
て
い

内戦の傷いまだ消えず
偏見超え若者ら交流

熱
帯
佳
の
試
供
で
高
温
多
湿
。
人
口
２
１
０
０
万
人
。
面
積
は
６

万
５
６
０
０
£
夕
で
北
海
泄
の
８
割
程
廣
の
広
さ
。
公
用
踏
は
シ

ン
ハ
ラ
茫
と
ぞ
応
諾
。
主
要
渫
莱
は
農
業
で
、
日
本
に
も
紅
茶
な

ど
を
卵
出
し
て
い
両
２
ｏ
ｏ
４
年
の
イ
ン
ド
洋
之
冦
で
は
大
き

な
恨
苓
を
受
け
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も
支
接
9
4
っ
た
。
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それぞれ独立採算で運営されてい長会議を事務局で開催、年間の活
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の
４
分
野
ｎ
事
菓
を
祠
開
申
だ
。
支
部
に
は

緊
急
医
家
支
援
だ
け
で
な
く
、
能
力
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
碑
祭
す
る
能
力
も
身
に
杓
け

て
も
ら
い
た
い
。

　
‐
海
外
支
部
の
碩
告
を
迷
し
て
訴
え
た
い

点
は
。

｀
岡
濡
で
萱
ｏ
ｏ
４
年
に
全
国
初
の
国

順
献
条
例
か
制
沓
れ
る
ほ
ど
県
民
の
惹

抜
力
高
く
、
ま
た
医
療
・
福
祉
先
進
県
と
し

て
弱
者
に
寄
り
添
う
風
土
か
息
づ
い
て
い

る
バ
ぜ
ひ
災
否
や
紛
争
な
ど
の
不
条
理
に
苦

し
む
人
た
ち
の
存
在
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
私

た
ち
の
活
動
は
小
さ
な
つ
な
か
り
を
大
切
に

し
て
、
こ
こ
ま
で
広
が
ゥ
ヘ
海
外
の
現
状

を
知
る
に
と
で
生
ま
れ
る
県
民
一
人
一
人
の

さ
さ
や
力
な
善
意
や
興
味
か
、
明
日
の
世
界

を
ぺ
り
開
く
原
動
力
と
な
る
と
店
じ
て
い

る

Ｘ
刺
刺

‘
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
事
務
局
長

(
i
i
i

l
ッ
テ
ィ
ヤ
ン
・
ヴ
ィ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
グ
さ
ん
（
4
7
）

Σ７兄
-

凋

ス
リ
ー
フ
ン
カ
で
医
療
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
瓢
む

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ぶ
宕
の
２
惑
ら
Ｈ
２
０
０
Ｓ
年

が
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
に
は
失
わ
れ
た
人
間

の
尊
厳
が
ま
だ
回
復
に
至
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思

え
ま
す
。
こ
の
卿
賑
の
回
復
こ
そ
私
の
頭
い
で
す
。

「
戦
争
は
破
壊
、
平
和
は
創
造
」
と
あ
ら
た
め
て

僅
恥
し
て
い
ま
す
。

　
民
族
紛
争
か
停
戦
と
な
っ
た
２
０
０
Ｑ
リ
年
か
ら

約
３
年
間
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
医
。
療
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
す
ぺ
て
の
５
蚕
対
象

に
巡
回
診
療
を
行
い
、
学
校
で
は
保
健
教
育
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
「
命
の
普
遍
性
は
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
超
え
る
」
と
い
う
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
理
念
か

受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
す
。

　
私
は
２
０
０
３
年
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
加
わ
り
ま
し

た
。
人
生
の
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
し

た
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
の
を
今
も
鮮
明
に
覚

え
て
い
ま
す
。

　
紛
争
の
再
燃
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
は
途
切
れ
ま

し
た
か
、
内
戦
終
結
後
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
中
原
高
校
生

会
（
事
務
局
・
岡
山
市
）
に
よ
る
一
平
和
構
築
プ

ロ
グ
ラ
ム
活
動
」
に
受
け
継
か
ね
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
年
１
回
、
ス
リ
ラ
ン
カ
国
内

で
各
民
族
の
若
者
か
集
い
、
宗
教
と
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
交
流
す
る
も
の
で
す
。
参
加

者
価
な
心
を
許
し
合
い
、
相
互
の
ぶ
様
炉
を

認
め
合
う
娶
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
内
戦
で
。
は
大
き
な
犠
牲
を
負
い
ま
し
た
か
、
紛

争
前
に
あ
っ
た
民
族
間
の
偏
見
は
若
者
を
中
心

に
少
し
ず
つ
消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
新
し
い
ス
リ

ラ
ン
カ
か
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
こ

の
輸
か
広
が
る
こ
と
を
願
い
、
祖
国
の
た
め
、
世

騨
の
た
め
に
全
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

１
！
Ｍ
ロ
ハ
グ
ル
ー
ヅ
袋
活
動
、
情
報
収
集
の
拠
点
現
地
と
協
力
、
判
断
尊
重

な
い
の
は
そ
の
お
か
げ
だ
。

　
－
多
国
籍
医
師
団
の
存
在
は
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

に
は
な
い
特
徴
だ
。
２
０
１
２
年
の
ハ
イ
チ

大
地
震
で
は
７
カ
国
総
勢
4
0
人
か
３
ヵ
月

間
、
救
援
医
療
活
動
に
従
事
し
た
。

　
多
く
か
宿
院
勤
務
な
ど
仕
事
を
抱
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
無
辺
な
く
活
動
す
る
に
は

各
支
部
か
ら
少
人
数
ず
つ
派
遣
す
る
の
か
望

ま
し
い
。
幸
い
に
も
本
邸
の
農
業
に
対
し
各

支
部
は
積
極
的
に
手
を
挙
げ
て
く
れ
る
。
こ

う
し
た
活
動
を
可
能
に
す
る
の
は
「
オ
ー
プ

ン
相
互
扶
助
」
の
精
司
「
困
っ
た
ら
お
互

い
布
ま
」
を
国
境
や
共
同
体
を
超
え
た
形
で

実
践
す
る
。
私
た
ち
の
も
う
石
の
基
本
原

則
と
言
え
る
。

　
－
各
支
佃
の
膿
能
充
実
を
ど
う
図
る
か
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
南
海
ｔ
フ
フ
巨
大
地
震
で

深
刻
な
被
脊
か
懸
念
さ
れ
刄
届
、
徳
島
県

Ｊ
－
１
‐
‐

す
か
な
？
し
げ
る
福
山
市
（
旧
挫
辺
町
）
出
身
。
１
９
７
７
年
に

岡
山
犬
大
学
院
医
学
研
究
科
修
了
。
岡
山
大
男
聘
勤
務
な
ど
経
て
、
一
年

に
岡
山
市
恋
本
部
と
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
数
立
。
２
０
０
８
岬
か
ら
日
本
医

師
会
田
限
保
鴛
検
討
岩
悉
曇
貝
。
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
在
住
。
３
『

の
９
両
眼
を
岡
山
県
内
の
医
療
機
関
な
ど
か

支
扱
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
迦
め
て
い
号

混
乱
を
極
め
た
東
日
本
大
震
災
で
の
大
阪
活

動
の
反
秀
に
立
ち
、
初
め
て
災
害
の
事
前
準

備
に
老
手
す
る
も
の
だ
。
Ｎ
年
は
こ
の
モ
デ

ル
を
海
外
で
も
実
践
し
、
支
部
を
拠
点
に
各

国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
医
療
葱
設
、
大
学
な
ど
と
一

遡
の
連
携
を
深
め
、
災
害
・
紛
争
時
の
ダ
援

受
け
入
れ
煕
勢
沓
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　
－
新
た
な
国
際
人
道
支
援
一
季
業
と
し
て

「
世
界
平
和
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
（
Ｇ
Ｐ

Ｓ
Ｐ
）
を
抱
げ
て
い
蔵

　
テ
ー
マ
は
「
ビ
ヨ
ン
ド
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
（
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
を
超
え
て
）
。
従
来
は
団
体
へ
の
寄

付
だ
っ
た
か
、
今
後
は
他
組
織
と
ち
協
力
し
、

組
織
の
枠
組
み
を
超
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ヘ

の
出
資
を
菖
っ
て
い
き
た
い
。
現
在
、
平
和

槨
渠
▽
≒
活
同
ヱ
▽
教
育
支
援
▽
健
康
支
援
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